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1 はじめに

OCR(Optical Character Recogniton/光学文
字認識)とは、手書きの文字や印刷された文字
を読み取り、データと照らし合わせて文字を
判断しコンピュータに認識可能な文字コード
に変換する装置である。昨今、ビジネスの場
では多くの注文書や請求書などの書類が扱わ
れている。それらの管理を効果的に行うため、
書類を電子テキスト化する OCR技術が用い
られている。しかし、画像処理は重い処理の
ため相応の時間がかかる。そこで業務の効率
化を図るため、OpenCV-GPUモジュールを用
いて、数字専用の高速なOCRシステムを開発
する。

2 OpenCVとGPGPU

2.1 OpenCV

OpenCVとは、Intelによって開発された画
像認識に関する機能のライブラリである。正
式名称を”Intel Open Sorce Computer Vision

Library”と言い、オープンソースの C/C++,

java, Pythonのライブラリ集で、コンピュー
タビジョンに必要な各種機能がパッケージさ
れている。OpenCVを用いることによって、物
体の認識、パターン認識、動きの認識等の高
度な画像処理機能を容易に扱うことができる。

2.2 GPGPU

GPGPU(General Purpose Computing on GPU)

はグラフィック描写に用いられるGPU（Graph-

ics Processing Unit）の高い計算性能を通常の
計算にも利用することを目的とした技術であ
る。GPUはグラフィックス処理の高速化のた
めに演算器の並列度を向上させているという
特徴がある。この特徴が GPU並列処理に強

い計算ハードウェアとして注目される要因と
なった。GPUにも得意不得意があり、全ての
計算が高速化されるわけではない。一般的に
CPUは連続的な計算が得意であり、GPUは
並列的な計算が得意とされている。そのため、
並列化するメリットがないようなプログラム
ではGPUの性能は発揮されない。

3 既存研究

3.1 GPUによる高速画像処理 [1]

GPGPU技術に注目し、画像処理アルゴリ
ズムを高速化した例。この研究は、CUDAを
用いて基本的な画像処理アルゴリズムの実装
を行った研究である。GPU上にテンプレート
マッチングを実装し、高速化も行っている。ま
た、回転やスケールに対して頑健な特徴であ
る SIFTをGPU上で実装している。
本研究ではOpenCVのGPUモジュールを用
いている点で異なっている。OpenCVのAPI

を用いることでCUDAプログラミングの記述
を行わずにGPGPUを扱うことができる。

3.2 S-OCR[2]

数字の読み取りに限定したOCRアルゴリズ
ムを考案した研究である。隠れモルコフモデ
ル、ニューラルネットワークといった複雑な
アルゴリズムを用いずにシンプルなアルゴリ
ズムのみでOCRを実現している。「数字の背
景にある白の画素数」、「数字の重心の x座標
と y座標の比」、「数字のカーブを描く輪郭の
長さ」、これらのパラメータを用いることで
フォント形式Arial Unicode MSの数字の認識
率は 96.16%を達成した。本研究はテンプレー
ト画像を追加することでどのフォントにも対
応できるという点で異なる。
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図 1: 性能評価

4 システム概要

0～9のそれぞれの数字に対応する画像との
テンプレートマッチングを行うことで数字専
用の OCRを実現する。matchTemplateは画
像内から発見したテンプレートの座標を返す
ので 0-9それぞれの座標をひとつの配列に格
納して画像内の順になるようにソートするこ
とで認識結果を得る。matchTemplateにはＣ
ＰＵ版とGPU版の 2種類がある。パフォーマ
ンスの比較を行うために、それぞれ用いたシ
ステムを作成する。

4.1 実験

4.1.1 実験方法

実際にOCRを業務に活用すると想定して、
OCRを終えるまでにかかる実時間の計測を行
う。本システムの実用性を測るため、既存の
OCRソフトと本システム双方を用いてOCR

実行時間の比較を行う。既存のOCRソフトに
は Adobe acrobat DC Pro[3]を用いる。本シ
ステムのGPUを用いたものとAdobe acrobat

DC Proを用いて 100ページの pdfファイルを
対象にOCRを行い、実時間を計測する。出力
先はどちらもテキストファイルである。

4.2 実験結果

実験結果は図１のようになった。

4.3 評価・考察

本システムは既存製品であるAdobeの約3.4

倍の速度を示した。CPUのみの場合はAdobe

の約 0.7倍の速度を示している。本システム
は 100ファイルのOCRに約 36秒、既存製品

であるAdobeは約 126秒の時間を要した。そ
の差は約１分半である。OCRするファイル数
が膨大になってくると要する時間も多くなる。
OCRするべきファイルが 10000ファイルあっ
たとすると、処理を終えるまでにかかる時間
の差は約 2時間半に及ぶ。2時間半短縮可能で
あると考えると、十分業務の効率化につなが
ると言える。

5 今後の課題

認識に用いたmatchTemplateは画像の回転
やゆがみといった変化に弱く、認識精度に不
安が残るものである。フォントが変化するだ
けで認識できなくなってしまうため、多くの
フォントを認識しようとするとテンプレート
画像が膨大な数になってしまう。数字専用にす
ることで高速化を図っているが、テンプレー
トが膨大になりすぎれば速度は低下する。ま
た、数字に限定したことにより数字以外の情
報も必要とする場面では役に立たないという
デメリットもある。今後の課題は特徴抽出、標
準パターンなどを用いて認識精度を向上させ、
対応できる文字の種類を増やすことである。
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